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四つのテスト  1 真実かどうか   2 みんなに公平か   3 好意と友情を深めるか   4 みんなのためになるかどうか 

平成28年11月29日（火曜日） 第２，６８８回      ＜例会報告NO.18＞    

【月間テーマ】 ロータリー財団                  ゲスト卓話 

東京海上日動あんしん生命山形生保支社 片岡 長康 氏 

                           

☆会長挨拶（高橋勇喜知会長） 

今日は、塚田専務の掘ったきくいもご膳を用意しました。体

に良いという食べ物で、特に糖尿に良いというものですので召

し上がって頂きたいと思います。昨日、マツキの赤湯自動車学

校の竣工式が行われました。水害の移転工事でしたが、突貫工

事で社員からも悲鳴が上がりましたが、優先的に仕事を頂いて

いることもあり、竣工できたことを喜んでいるところです。マ

ツキの社長の竣工の挨拶で、会社理念の話がありました。三楽

をもって経営しているということでした。一つの楽は、仕事を

することによって、給料をもらって家族を支えていくこと。二

つ目は、会社の運営においていろいろな人と付き合って仕事を

やり遂げていくが、上司や他の会社の人とやり取りをして、感

謝されること。三つ目は、家庭生活や会社運営をすることによ

って、楽を得られてことを地域にボランティア等で返していく

こと。で会社運営をしているとのことでした。そのことを実践

し、県内でも有数の会社になっているものと思います。私の会

社は零細企業ですが、地域にお世話になって会社を経営してい

ることに変わりないことから、社員に伝えるなどの教育をして

いきたいと思います。 

☆幹事報告（齋藤圭央幹事） 

・ロータリレートは 106円という報告が来ております。 

・早退届 

   渡部堅一会員、井上晴雄会員、前田昌信会員                

 

☆委員会報告 

・親睦委員会 伊藤克也委員長 

恒例のクリスマスパーティの出欠を取らせて頂いておりま 

す。パンフレットにも書かせて頂いていますが、ゲストを及 
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びしますので、全員の出席をお願いします。 

 ロータリー財団 100周年記念シンポジュームに参加してきま

したので、別紙報告書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ゲスト卓話（片岡長康氏） 

・あんしん生命に 2011年 4月入社し、名古屋で約 4年働いて、

昨年 4月から山形に赴任して、約 1年半になる。出身は岐阜

県で映画「君の名は」で有名になった飛騨地方である。 

・現在、日本には生命保険会社が 43社ある。損保系生保が増え

てきているが、最近ネットを使った生命保険会社が増えてい

る。 

・昔と変わってきたのは、代理店チャネルが増えてきている。

違う業種の不動産会社がセットで扱う等が出ている状況にあ

る。 

・あんしん生命は設立して 21 年目になるが、11 月に新商品を

発売した。その商品は働けない日々のリスクをカバーするも

ので開業当時からのお客様本位を大事にして、件数を伸ばし

ていきたい。 

・今の生命保険の考え方は、入院日数が身近になって、通院で

直すという変化の中で、自宅療養の保証を付ける流れになっ

てきている。すなわち働けない日々に保証を付けるのが主流

となっている。 

・日本人が生涯で亡くなるまで入院する確率は、95%と言われて

いる。60歳の場合は 15%、70歳では２０％である。60歳の場

合で４日以上入院する確率は 1.5%と低く、60 歳、70 歳で入

院する人は少なくなっている。そういったことから、医療費

がかからなかったら、戻ってくる医療保険を発売している。 

・がんになる人が多くなっている。2 人に 1 人ががんになると

言われている。70歳までにがんになる人は、5人のうち 2人

と言われている。すなわち 10人に 8人がならないということ

になる。そのことを踏まえがんにならなかったら保険料が戻

ってくるという保険も発売している。 

・重粒子線治療センターが、2019 年 10 月に山形大学にできる

ことになっている。先進医療にかかる費用は多額になり、重

粒子線治療では 3 百万円かかる。保険会社では、先進医療特

約を 1000万から 2000万円つけるのが一般的になっている。 

 山形の人は、先進医療特約を付けている人は少ない。 

・逓増定期保険という商品は、決算で黒字になったときに、保

険に入ることによって、経費として認められるもので、払い

込み保険を上回る返戻金が期待できるものである。法人しか

できない保険であるので、検討頂きたい。 

 

☆次回例会予定 

 

１２月６日  ゲスト卓話 

        長井税務署長  播磨 依子 氏 

 

☆出席報告 

 

１１月２９日 例会  報告者：  大滝徹 会員 
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本 日 28(2) 19(2) 

67. 

86% 
   

前 回

(11/22） 

28(2) 14(2) 

50. 

00% 

  

 

前 々 回

(11/15） 

28(2) 19(2) 

67.

86% 

  

 

＜ニコニコ BOX＞ 

・高橋勇喜知 会長 

 講師を歓迎して 

・渡辺 亨 会員 

 ゲストを歓迎して 

・塚田弘一会員 

 先週は失礼しました。 

・伊藤克也会員 

 100周年シンポジュームに参加してきました。 

＜在籍年数表彰＞ 

 渡辺 亨 会員  19年 


